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現状維持前年度の総合評価
（評価が変わった場合はその理由）

Ｂ

適切である

総　合　評　価

 

受益者が偏っていないか
適切な費用負担を求めて
いるか

団塊の世代が間もなく高齢期を迎え、要介護認定者数も増加傾向になること
が見込まれている。地域の中で唯一の公設公営の施設としての役割が増え
ることが想定される。適切な施設管理と効率的な事業運営に引き続き努めて
いく必要がある。

公平性

保健福祉課

ハイム天白

達成度

効率性
検討の余地
がある

町が行う必要があるか
国・県・民間・住民と役割
分担できないか

現状維持

利用者負担については介護保険法に基づき適正な費用負担を行っている。
また施設入所の順位については、広域連合の指針により決められており、一
定の基準を基に公平性も保たれている。

人員基準に基づいた配置により適正なサービス提供と効率的運用に努めて
いるが、職員の高齢化に伴い人件費も上昇傾向。長く施設を運営していく観
点から、若年層の職員を採用していくなど、長期的な視点での取り組みが必
要である。

退所により次の利用者が入所するまでの期間を出来るだけ短くできるよう
に、早い声掛け等に心掛けているが、死亡者が多くなったり、長期入院者が
増えてしまうとどうしても利用率に影響してしまう。
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りである

説　　　　　　明

事情のある方や引き離しなど他施設が入所困難な方を受け入れるケースも
あり、公設公営としての役割を果たしているとともに期待されていることから、
今後地域からより必要とされる施設になるものと考えられる。
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指標の算出方法事業の活動成果

（事業の実施によりどのよう
な状態にしたいか）

指標名 単位

人

令和５年度令和４年度令和３年度

20,800

20,59419,627

100.0%

19,630

根拠法令等の名称

20,440

事業区分 単年度予算 運営方法 直　営

下諏訪町特別養護老人ホーム設置条例

昭和事業の開始・終了

担当係名
特別養護老人ホーム事業特別会計

目　標

同左

事業の目的
　（誰に対して）
　（何のために）
　（何を行うか）

100.8%

・介護保険法に基づく介護老人福祉施設サービスの提供。
・施設に入所されている利用者がその人らしい人生を全うできるように支援するとともに、自立的な
生活をより長く営めることを目的とし、日々の健康管理や食事・入浴等の介助をはじめ、趣味・娯楽
活動も取り入れたサービスを実施している。

63 4

（予算書コード）

事務事業名
「ハイム天白」の運営
（施設介護サービス事業）

担当課名

（事業に始期又は終期がある場合に記入）


